
I N F O R M A T I O N

く
ら
し
の
情
報

災
害
遺
児
に
手
当
を
支
給
し
ま
す

　

交
通
事
故
や
労
働
災
害
で
父
や
母

を
亡
く
し
た
義
務
教
育
修
了
前
の
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者
に
、
災

害
遺
児
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
児
童
の

親
権
者
や
そ
れ
に
代
わ
る
立
場
の
人
。

①
生
計
の
中
心
で
あ
る
父
母
や
こ
れ

に
準
じ
る
人
が
交
通
事
故
や
労
働
災

害
で
死
亡
し
た
か
重
度
障
害
状
態
に

な
っ
た
②
児
童
を
扶
養
し
世
帯
が
同

じ
③
市
内
在
住
で
住
民
票
に
記
載
さ

れ
て
い
る

支
給
月
額
＝
遺
児
１
人
当
た
り
３
，

５
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
印
鑑
・
戸
籍
謄
本
・

保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳
・
原
因
の

事
故
や
労
働
災
害
を
証
明
す
る
書
類

（
障
害
の
場
合
は
そ
の
程
度
を
証
明

す
る
物
）
な
ど

■申
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
内
子
育
て
支

援
課
（
☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７

０
１
）
へ
直
接

骨
髄
ド
ナ
ー
に
助
成
金
を
交
付

　

骨
髄
な
ど
を
提
供
し
た
人
（
ド
ナ

ー
）
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

貸
与
月
額
＝
〈
国
・
公
立
〉１
万
２
，

０
０
０
円
〈
私
立
〉
１
万
８
，
０
０

０
円

返
還
期
間
・
方
法
＝
卒
業
後
６
カ
月

か
ら
10
年
間
、
年
４
期
。
無
利
子
、

一
括
・
繰
り
上
げ
返
還
も
。
大
学
・

短
大
な
ど
上
級
学
校
へ
進
学
し
た
場

合
は
、
在
学
期
間
の
返
還
延
期
も
で

き
ま
す

■申
４
月
21
日
㈮
ま
で
に
在
学
す
る
各

高
校
な
ど
へ

■問
学
校
教
育
課
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐

５
８
１
５

入
浴
券
・
は
り
割
引
券
を
交
付

　

来
年
３
月
31
日
㈯
ま
で
使
え
る
公

衆
浴
場
無
料
入
浴
券
と
、
は
り
・
き

ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
割
引

券
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
昨
年
度
利
用
者
に
は
郵
送
し

ま
す
の
で
、
申
請
は
不
要
で
す
。

□
公
衆
浴
場
無
料
入
浴
券

対
象
＝
一
人
暮
ら
し
の
65
歳
以
上
（
昭

和
28
年
３
月
31
日
以
前
生
ま
れ
）

交
付
数
＝
１
人
36
枚

指
定
公
衆
浴
場
＝
萩
の
湯
（
昭
和
町

二
丁
目
）、
成
田
湯
（
三
河
町
一
丁

目
）、
松
の
湯
（
朝
日
町
二
丁
目
）、

利
根
の
湯
（
紅
雲
町
一
丁
目
）

□
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ

ー
ビ
ス
割
引
券

対
象
＝
70
歳
以
上
（
昭
和
23
年
３
月

31
日
以
前
生
ま
れ
）

交
付
数
＝
１
人
７
枚

そ
の
他
＝
施
術
ご
と
に
１
，
５
０
０

円
の
自
己
負
担
。
出
張
施
術
に
は
別

に
費
用
が
必
要

■申
介
護
高
齢
課
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐

６
１
３
４
へ

対
象
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
人
。
①

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
日
本
骨

髄
バ
ン
ク
が
実
施
す
る
骨
髄
バ
ン
ク

事
業
で
骨
髄
な
ど
を
提
供
し
た
②
市

税
の
滞
納
が
な
い
③
ド
ナ
ー
休
暇
制

度
を
設
け
る
企
業･

団
体
な
ど
に
属

し
て
い
な
い

助
成
金
額
＝
骨
髄
な
ど
の
提
供
時
の

入
院
と
通
院
に
要
し
た
日
数
１
日
に

つ
き
２
万
円
（
上
限
７
日
）

申
請
書
の
配
布
＝
市
保
健
所
内
保
健

総
務
課
で
。
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

■申
提
供
後
60
日
以
内
に
申
請
書
に
記

入
し
、
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
発
行
の
骨

髄
な
ど
提
供
の
証
明
書
と
完
納
証
明

書
な
ど
を
添
え
て
同
課
（
☎
０
２
７
‐

２
２
０
‐
５
７
８
１
）
へ
直
接

学
び
た
い
学
生
を
応
援
し
ま
す

　

学
び
た
い
学
生
を
支
援
す
る
た
め

に
奨
学
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
＝
市
内
在
住
で
次
の
全
て
を
満

た
す
高
校
か
高
専
・
専
修
学
校
の
高

等
課
程
に
在
学
の
人
、１
人
（
選
考
）。

①
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
②

他
の
育
英
か
奨
学
金
の
貸
与
・
給
与

を
受
け
て
い
な
い
③
学
業
優
秀
な
ど

貸
与
期
間
＝
４
月
か
ら
卒
業
ま
で
（
最

短
修
業
年
限
）

前
・
後
期
の
２
回
。
そ
れ
ぞ
れ
予
算

額
に
達
し
た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

対
象
＝
下
水
道
な
ど
の
整
備
予
定
が

な
い
地
域
で
、
来
年
２
月
28
日
㈬
ま

で
に
設
置
工
事
な
ど
を
完
了
し
、
実

績
報
告
書
を
提
出
で
き
る
人

補
助
上
限
金
額
＝
〈
建
て
替
え
増
築

の
場
合
〉
５
人
槽
は
15
万
円
、
７
人

槽
は
17
万
円
、
10
人
槽
は
20
万
円
〈
転

換
の
場
合
〉
５
人
槽
は
62
万
円
、
７

人
槽
は
66
万
円
、
10
人
槽
は
75
万
円

■申
前
期
は
４
月
３
日
㈪
〜
９
月
29
日

㈮
ま
で
、
後
期
は
10
月
２
日
㈪
〜
来

年
１
月
31
日
㈬
ま
で
に
水
道
局
下
水

道
整
備
課
（
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐

３
０
７
４
）
へ
直
接

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施

　

４
月
６
日
㈭
か
ら
15
日
㈯
ま
で
、

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施
。

４
月
10
日
㈪
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目
指
す
日
で
す
。
交
通
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
守
り
、
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

□
歩
行
中
・
自
転
車
乗
車
中
の
交
通

事
故
防
止

　

夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
歩
行
に
は
反

射
材
な
ど
を
着
用
し
、
運
転
手
か
ら

認
識
さ
れ
や
す
い
工
夫
を
。
自
転
車

は
車
両
の
仲
間
で
す
。
左
側
通
行
や

夜
間
の
ラ
イ
ト
点
灯
な
ど
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

□
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

市
内
の
未
就
学
児
の
子
ど
も
が
交

通
事
故
で
け
が
を
す
る
の
は
車
の
同

乗
中
が
約
９
割
。
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
な
ど
を
正
し
く
着
用
し
、
わ
が
子

の
身
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
重
大
交
通
事
故
に
直

結
す
る
極
め
て
悪
質
・
危
険
な
犯
罪
。

「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

■問
交
通
政
策
課
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐

６
２
６
３

食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画
を
公
表

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募

集
）
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
踏
ま
え

て
、
市
食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
と
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
結
果
を
公
表

し
ま
す
。

期
日
＝
４
月
28
日
㈮
ま
で

閲
覧
場
所
＝
市
保
健
所
内
衛
生
検
査

課
、
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

各
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・

公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
。
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す

■問
衛
生
検
査
課
☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐

５
７
７
８

保
険
料
率
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

□
申
請
で
早
期
加
入
が
可
能
に

　

65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の
障

害
の
あ
る
人
は
、
申
請
が
認
め
ら
れ

る
と
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
前
に
、

後
期
高
齢
者
医
療
へ
任
意
加
入
で
き

ま
す
。
自
己
負
担
割
合
は
１
割
か
３

割
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■問
国
民
健
康
保
険
課
☎
０
２
７
‐
８

９
８
‐
５
９
５
５

楽
し
い
カ
フ
ェ
で
認
知
症
考
え
る

　

お
茶
や
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
な

が
ら
、
認
知
症
や
そ
の
支
援
を
考
え

る
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
４
月
24
日
㈪
午
後
１
時
〜
３
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
市
内
在
住
で
認
知
症
の
人
と

家
族
、
認
知
症
支
援
に
関
心
の
あ
る

人
、
先
着
30
人

■申
介
護
高
齢
課
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐

６
１
３
３
へ

浄
化
槽
な
ど
の
切
替
え
に
補
助

　

単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取
り
槽

を
撤
去
し
、
自
己
が
居
住
す
る
た
め

の
住
宅
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
と
き
に
補
助
を
行
い
ま
す
。
補

助
条
件
な
ど
、
必
ず
工
事
着
工
前
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
募
集
は

不
妊
治
療
費
な
ど
の
一
部
を
助
成

　

不
妊
治
療
や
不
育
症
治
療
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
申
請
に
は
医
師

の
証
明
書
な
ど
が
必
要
。
本
年
度
よ

り
助
成
申
請
書
類
の
様
式
が
変
わ
り

ま
し
た
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る

か
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■申
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
内
子
育
て
支

援
課
（
☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７

０
３
）
へ
直
接

後
期
高
齢
者
医
療
の
軽
減
が
変
更

　

本
年
度
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
均
等
割
５
割
と
２
割
の
軽
減
条

件
が
左
表
の
と
お
り
変
更
に
。ま
た
、

所
得
割
額
の
軽
減
割
合
が
５
割
か
ら

２
割
に
、
所
得
割
額
が
賦
課
さ
れ
な

い
被
扶
養
者
軽
減
の
軽
減
割
合
が
均

等
割
９
割
か
ら
７
割
に
変
わ
り
ま
す
。

高齢者の居場所づくりを
助成します

　閉じこもり予防・認知症
支援などを目的とした高齢
者の居場所「前橋はつらつ
カフェ」の運営に補助金を
交付します。応募条件など、
詳しくは本市ホームページ
をご覧ください。
対象＝市内にある次のいず
れかの団体。①高齢者支援
の活動実績があるNPO法
人や一般社団法人②介護保
険サービス事業者の指定を
受けている法人
■申４月３日㈪
から介護高齢
課☎027-898-
6133へ

後期高齢者医療保険料均等割の軽減対象とな
る前年の所得金額

軽減
割合 変更前 変更後

均等割額
５割

基礎控除33万円＋
26万5,000円×世
帯の被保険者数以
下

基礎控除33万円＋
27万円×世帯の被
保険者数以下

均等割額
２割

基礎控除33万円+
48万円×世帯の被
保険者数以下

基礎控除33万円+
49万円×世帯の被
保険者数以下

※所得は後期高齢者医療被保険者と世帯主の合
計所得
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